
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 瑞浪市立一色幼児園 

実 施 期 間 平成２６年１１月１８日（火） 

 

実 施 概 要 

保護者や地域の方々に教育活動を広く公開することで、開かれた園づく

りを推進し、本園の教育保育活動への理解を深める場とする。 

①朝の会参観（自由参観） 

②一色あそびランドにてあそび参加 

・６コーナー（秋の自然レストラン・紙粘土、木の実のお弁当・秋の自

然物で遊ぼう・砂場遊び・秘密基地つくり・挑戦あそび）にて好きな

遊びを選択し、保護者や地域の方と一緒に遊び交流する。 

③給食参観（自由参観） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ９３ 人 
計 １０８ 人 

地域関係者 １５ 人 

 
実 施 状 況 

≪保護者・地域の皆さんへの願い≫ 

①親子の枠を超え、いろいろな子どもたちと触れ合う。②子どもの遊びを

共に楽しみ、遊びの魅力を共有し、子どもたちの育ちの場を実感する。 

≪一色あそびランド（６コーナー）での状況≫ 

○興味のある遊びに子どもたちが向かうと、保護者や地域の皆さんもそれ

について一緒に遊びに興じてくださる。特につくり遊びのコーナーでは

大人の方が夢中になって子どもたちの遊びに没頭する姿があり、子ども

たちが何を楽しみ、どんなことを学んでいるのかを実感できる機会にな

った。また、父親の参加が多かったことで、ドッジボールや鬼ごっこな

ど、目いっぱい体を使って遊ぶ姿があり、大きな刺激となった。地域の

皆さんにも、子どもたちが楽しんでいる場を紹介しながら、共に遊んで

いただく中で、子どもの元気いっぱいな姿と工夫する力や集中力など、

実際に感じて頂ける場となった。 

 
○成果及び 
●課題 

○９：００~１２：００の間どの時間帯にどの方が来園しても良いように案

内したことで、普段あまり来園されない父親や祖父母の参加が多くあり、

幼児園への関心が高まったと感じる。「楽しかった」「愛おしかった」

「子どもたちの集中力や工夫する力の凄さを感じた」などの意見が寄せ

られた。 

○地域の皆さんとして、評議員を初め園児の近所の方や親戚の方々も多く

参加してくださり、子どもたちと笑顔で触れ合っていただく事が出来た。

「幼児園をより知ることができ、良い機会だった。」等反応は良かった。 

○子どもたちはいろんな方々と交流することで、人と人が触れ合う心地よ

さを味わい、豊かな信頼感が育まれると考えている。そういった意味か

らも、この行事を恒例としていきたい。 

●地域への呼びかけが不十分である。もう少し地域の皆さんにかかわって

いただく為に、地域への発信の方法を工夫する必要があると感じている。 
 


